




要約:女性の性成熱期に経験する妊娠・分娩・産褥などの経緯と、これらと関係する環境

因子が更年期障害の重症度と関連することが平成 5 ・ 6 年度厚生省心身障害研究 1)によ

り明らかとなっている。今回はこの研究結果を基に対象を種々の階層・地城に広げ妊娠・

分娩・産褥と更年期障害、さらに骨粗鬆症、高脂血症、高血圧症、尿失禁など更年期好発

疾患との関連性を明らかにすることを目的とする。これらを多角的に調査する事により妊

婦が将来発症する可能性の高い疾患を予測し、その発症予防と早期発見をする事が期待さ

れる。

 本年度の研究課題は次の 3項目である。

1.平成 5・ 6年度調査結果の検討

2.骨粗鬆症、高脂血症など更年期好発疾患の risk factor についての検討

3.調査票の作成および予備調査実施と解析


